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説は ｢美術｣であると強調しようとした｡そして ｢ノベル｣に ｢小説｣の訳語をあて,｢ラウ
マンス｣と対立するものと考えた｡｢ラウマンス｣を彼は ｢中古の小説｣と規定し,｢ノベル｣












































































































































































































人 文 学 報
人間の眼には川一条に見えても,この川 ･条が人界と幻界を隔てているのである｡したがっ
て,富山から霧ははれることなく,人はついに入ることができず,伏姫と八房はこの仙界にお
いてのみ,冥界の愛を達成することができたのであった｡霧がほれた時,伏姫も八房も死に,
伏姫は先に述べたとおり ｢神女｣として八房の背にまたがって関東の各地を飛びまわり,八大
士たちの危機を救い,里見の 一族を守護し続けるのである｡
透谷は馬琴を,この論文の中で,｢ロマンチック,アイデアリスト｣と規定した｡文学史的
な定義としてなら,｢ロマンチック,アイデアリスト｣という言葉は,おそらく珍妙なもので
あろう｡しかしわたしは,この奇妙な言葉ふたつの組み合わせの中に,透谷の遣遠に対する二
重の否定を読み取らなければならないと考える｡遭遇の ｢アイデヤル｣否定への反対,リアリ
ズム万能への反対の両面である｡この二重の否定によってこそ,透谷は富Lllの伏姫の美しさを
再確認できたのである｡透谷は冨山の洞を ｢トラヂヱデイ｣とよんだ｡そして透谷は1894年
〔明治27),自分の作品をほとんど完成することなく,みずから命をたった｡
馬琴について残されたのは,先にも触れたとおり,日記や馬琴の私生活に関するきわめて自
然主義的な解釈と,一方では,近代とはまったく切り離された一種好奇の対象としての作品論,
この分裂のみが進行したのである｡われわれは今あらためて近世と近代の区別を取り払い,本
来 ｢小説｣とは何だったのかを問い返さねばならぬ時期にさしかかっているのであるO
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